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会 議 に 付 し た 

 

 

案 件 

第61号議案 幸田町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部改正につい 

      て 

第62号議案 幸田町子ども・子育て会議条例の一部改正について 

第63号議案 幸田町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を 

      定める条例の制定について 

第64号議案 幸田町子育て支援センターの設置及び管理に関する条例の 

      一部改正について 

第65号議案 幸田町高齢者生きがいセンター設置及び管理に関する条例 

      の一部改正について 

第66号議案 幸田町火入れに関する条例の一部改正について 

第67号議案 幸田町道路占用料条例の一部改正について 

第70号議案 指定管理者の指定について（幸田町高齢者生きがいセンタ 

      ー） 

第71号議案 令和７年度幸田町一般会計補正予算（第３号） 

第72号議案 令和７年度幸田町介護保険特別会計補正予算（第１号） 

陳情第12号 介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充についての陳情 

      書 

陳情第13号 保育士・学童保育支援員の処遇改善に関する陳情 

陳情第14号 介護・障害福祉分野における処遇改善と公的支援の強化を 

      求める意見書の提出に関する陳情 

陳情第15号 医療現場の危機打開に向けた財政支援を求める意見書の提 

      出に関する陳情 
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委員長 おはようございます。 

   本日は、御参集いただきありがとうございます。 

   時間になりましたので始めたいと思います。 

   今週の幸田町は、寒暖差がかなり大きくて乾燥が続いておりまして、週末には雨の予

報もあります。ぜひ、体調管理のほうは十分配慮していただきたいと思います。 

   さらに、県内ではインフルエンザの警報が先月から出ておりまして、１か月早くそう

いった状況になっているということで、町内でも学級閉鎖が相次いでいるという実態に

なっております。子どもや高齢者の健康を守る視点が一層重要になってるんではないか

と考えております。 

   こうした環境の変化の中で、本委員会では、今回は、10個の議案と陳情を４つ行いま

す。こちらも重要な課題になりますので、議題としてしっかりと皆さんと審議をしてい

きたいと思います。地域の声と現場の課題をしっかりと受け止め、誰もが安心して暮ら

せる幸田町の実現に向けて、建設的な議論をぜひお願いしたいと思います。よろしくお

願いします。 

   それでは、町長もいらっしゃいますので、開会に先立ち町長より挨拶をいただきます。 

   町長。 

町長 皆さん、おはようございます。 

   ただいま、委員長さんお話ありましたように、寒さも本格的になりまして、これから

年末のいろんな飲食等、いろんなたくさん集まる場面が多くなるわけでありますけども、

かなりの方もマスクをはめて事前予防されてる方もみえますけども、インフルエンザ等

の注射もしながら予防対策をしっかりと取っていただければと思っております。 

   ２点報告申し上げます。過日、民生委員さんの交代がございまして、新しい方に委嘱

式も行ったわけでありますけども、半数近くの方が交代されたということで、民生児童

委員さん含めてでありますけれども、改めて身近な相談相手として献身的な努力をいた

だいたということに感謝を申し上げた次第でございます。 

   それから、もう一点でございますけれども、菱池遊水地の上部利用という今、テーマ

がありますけども既に愛知県の土地ですから、24ヘクタールうちの３分の１は愛知県の

土地ですから、そこに県がカーボンニュートラルゾーンということで県が占有する土地

に太陽光発電事業を行うということで計画が進んでおったわけでありますけれども、11

月26日、菱池遊水地のカーボンニュートラルゾーン、ＣＮゾーンといいますけども、太

陽光発電事業者公募を行いました。それに係って、公募型のプロポーザル評価委員会が

開催されたのが11月26日、公募に参加した３社について、４名の評価委員が審査を行っ

た結果、太陽光発電事業者を１社に決定いたしました。 

   まだ、業者を公表することはできませんので、後日、議会閉会前までには、詳細が発

表できると思っております。この結果につきましては、明後日、12月12日に愛知県のホ

ームページで公表される予定です。 

   なお、評価委員につきましては、４名で構成されておりまして、本町からも環境経済

部長が委員として参加しております。ほかのメンバー等を申し上げますと愛知工業大学

教授、環境省の地方官協事務局地域脱炭素創生室室長、愛知県からは、建設局治水対策
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官、こういった大学教授、環境省、県の建設局の方が３名、そして、幸田町の環境経済

部長が評価委員として加わっていたという結果で４名の評価委員さんが審査を行った結

果、事業者が１社に決定されたということであります。 

   事業者決定の理由でありますけれども、企画提案書を総合的に評価した結果、最も評

価点数が高く、提案内容が優れているためということであります。幸田町の関わりとい

うことでありますけれども、愛知県にとっても地産地消の生み出される電力をいかに友

好的に使うかということで、幸田町の地域内で活用していただければ一番いい形になる

かなとは思っておりますけども、工業団地も近くにあります。 

   でも、愛知県は、愛知県としての事業の中で県内で地産地消のいろんな電力の効率的

運用を図られるということなので、今後、どういったシステムでどういったような売電

システムだとかそういうことがあるかというのは、今後だということで、私どもはこれ

をうまく観光資源にはなりませんけども、一つのカーボンニュートラルの取組として、

何らかの形で側面的な支援ができるんじゃないかなというふうに思っておりますので、

よろしくお願いします。 

   なお、この詳細等につきましては、閉会日までに業者決定を氏名を公表されますので、

その辺を踏まえて報告できるような紙資料で提供できればなと思っておりますのでよろ

しくお願いします。 

   本日は、福祉産業建設委員会に当たりまして、たくさんの提案される議案等がござい

ます。慎重審議の上、本会議におきましても可決承認賜りますようよろしくお願い申し

上げまして御挨拶に代えさせていただきます。 

   以上です。 

――――――――――――――――――――――――――――――――― 

委員長 ここで報告いたします。９番、鈴木久夫委員は、疾病のため、本日の委員会を欠席

する届出がありましたので報告いたします。 

   ただいまの出席委員は７名であります。定足数に達しておりますから、ただいまより、

福祉産業建設委員会を開会いたします。 

                              開会 午前 ９時０６分 

――――――――――――――――――――――――――――――――― 

委員長 これより、議事に入ります。 

   さきの定例会、本会議において、本委員会に付託された案件の審議を行います。 

   初めに、第61号議案 幸田町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部改正についてを

議題といたします。 

   本会議において説明は終わっておりますので、これより質疑に入ります。 

   質疑ございませんか。 

   なければ、これをもって質疑を打ち切ります。 

   討論を省略し、採決いたします。 

   第61号議案 幸田町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部改正についてを原案どお

り決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 
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委員長 挙手全員であります。 

   よって、第61号議案は、原案どおり可決すべきものと決しました。 

   次に、第62号議案 幸田町子ども・子育て会議条例の一部改正についてを議題といた

します。 

   本会議において説明は終わっておりますので、これより質疑に入ります。 

   なければ、これをもって質疑を打ち切ります。 

   討論を省略し、採決いたします。 

   第62号議案 幸田町子ども・子育て会議条例の一部改正についてを原案どおり決する

に賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

委員長 挙手全員であります。 

   よって、第62号議案は、原案どおり可決すべきものと決しました。 

   次に、第63号議案 幸田町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める

条例の制定についてを議題といたします。 

   本会議において説明は終わっておりますので、これより質疑に入ります。 

   ６番、岩本委員。 

６番岩本 知帆 一点だけ、ちょっと確認させていただきたいんですけれども、議案質疑の

際にある程度お聞きしたんですけども、実際、０歳と１、２歳が午前、午後と別になっ

てるかと思うんですが、これ兄弟で使いたいという場合というのは、具体的に決まって

きましたかというのをちょっと一点お聞きしたいかなというふうな。 

委員長 こども課長。 

こども課長 ０歳と１歳、２歳を午前中と午後で分けさせていただいておりますので、兄弟

が０歳と１歳がおった場合にどうなるかという御質問かと思います。 

   その点につきましては、検討させていただきまして、乳児０歳と一、二歳のほうは、

発達の程度がちょっと違うということがございまして、保育指針のほうでも保育の内容

がちょっと違うということで扱いが別になるということで、今の段階では分けてお預か

りするのが安全かなというふうに思っております。 

   また、今後、運用していく中で様子を見ながらこの方法で保育できるかということに

ついては、状況を見ながら検討していきたいというふうに考えております。 

委員長 ６番、岩本委員。 

６番岩本 知帆 分かりました。子どもの発達等で見れば、多分、０と１、２は別のほうが

いいかなと思うんですけども、この制度で行けば母親のちょっと休息って考えますと、

やっぱり同時に見てもらうという体が大事になってくるかなと思いますので、実際、制

度が始まって、利用者さんの声等、ぜひ反映してどんどん改善していっていただければ

なと思いますのでよろしくお願いします。 

委員長 こども課長。 

こども課長 はい、状況は分かりますので様子を見ながら可能であれば、実施をしていきた

いと思います。 

   よろしくお願いいたします。 



－６－ 

委員長 ほかに。 

   13番、笹野委員。 

13番笹野 康男 今、質疑のときに大方理解をしておるわけでありますけれども、この制度

自体は、本当に国の制度の中でやっていかないかんよと、こういう話であるわけなん

ですけれども、実際問題、幸田町の人が利用することが多いのか少ないのかという部

分は、私、疑問かなと。いろいろな形で施策は展開をしてみえますので、これで十分

いけてしまうんじゃないのかなという感じがしてならんわけであります。 

   でもしかし、だがしかしです。もうつくらざるを得ない、やらざるを得ない、こうい

う点があるわけであります。そういう中で、いろいろな規制がついて回るわけであり

ます。ひと月10時間だよと。ということは、2.5時間の中で４日しかないわけでありま

す。それを例えば、もう少し長くとか、長くても一日に2.5時間だけじゃなくして、い

や、こういう話も出てくるじゃないのかという感じがしてならんわけであります。 

   そして、午前午後の分け方、先ほども話があったんですけど、そういうことも十分検

討する余地がある。それとただ、お母さん方、保護者の関係でやらざるを得ないと、

こういうことですから、ストレスの問題の解消とかいろんなお母さんの要するに考え、

いろいろ、色んな部分でストレスの解消にもなるし、ちょっとしたお買物か何かでも

あるでしょうけども、そういうことを踏まえたときには、本当に誰でも保育ができる

ような体制をつくっていくと、こういう考え方は丸なんですけれども、でもほかの保

育園でもやれる体制はあるじゃないのかな、逆に言えば。というような感じがしてな

らんわけであります。そこの点を今後、本当に利用者が少なくなってきた場合、どう

いうふうに考えていくのか、ちょっとお聞かせ願いたいと同時に、もっと利用者を増

やしていきたいのかっちゅう考え方を持つのか持たんのか、この部分もお聞かせを願

いたいなと。 

委員長 こども課長。 

こども課長 誰でも通園制度につきましては、最初につきましては、一応、ルールをつくら

させていただいてやらせていただくんですけれども、利用者様の声だとか、現場の声

を聞きながら運用については考えていくべきかなと思っておりますので、よろしくお

願いいたします。 

   あと、誰でも通園制度につきましては、保育園に入れない方、家庭のおうちで見てる

方を保育園に預けれないので悩んでしまうというところをピックアップしながら、そ

れプラス、子どもにつきましても、子どもの成長というところで誰でも通園制度の施

設を使うことによって、子どもがほかの子どもと触れ合うだとか、保育士と接触を持

つということで、子どもの成長というところも目的とした事業となりますので、運用

開始はしなきゃいけないというルールになっておりますので、始めさせていただきな

がら、様子を見ながら保育等していけたらというふうに考えております。 

委員長 13番、笹野委員。 

13番笹野 康男 私は基本的には、未満児以下は、０歳児も含めてですけれども、やはり、

家庭でお母さん、お父さんがやっぱり保育をするのが一番子どもにとっては丸じゃな

いのかなと、こういう感じがしてならんわけであります。 
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   特に、昔のお母さん、お父さんはそうやってやってこられたと。今は、働き方改革と

かいろいろ問題があって、働かにゃいかん、人材的なことが足らんということで働き

に出ると、そういうことも踏まえて、やはり、そういう制度ができてなおかつ預けら

れる人がいない、預けることができないから、誰でも入れるような施設をつくってほ

しい、こういうことだろうとは思うんですけど、果たしてそれで、要するにほかに保

育園ちゃう、公立保育園があるわけでありますので、０歳児から３歳児までも、これ

全部受けましょうやと、そういう形になった場合はどうなんですか。行政側がそうい

う形をした場合、利用的な問題もあるでしょうけども、そういう考えを持てば、こう

いう制度は一緒くたにできると、合体できちゃうわけですけど、そういうことはどう

いうふうに考えていかれるのかなというふうなんですけど、どうなんでしょう。 

委員長 こども課長。 

こども課長 未満児の子は、特に、おうちでやっぱり見ていただきたいというのは、はい、

僕もそう思います。そうですね、今の時代、両親の方が共働きであるというところが

あったりとか、おうちで見られる方もいらっしゃるんですけども、常に、おうちで見

ていかれる方は、やっぱりずっと見てると本当にかわいい子どもですけれども、悩ん

でしまうこともあるかなと思いますので、こういった制度があるというのは、一つの

役には立つのかなというふうには思っております。 

   あと、以上児もやったらというところの投げかけがあったかとは思いますけれども、

また国からそういう指示があったら検討はしていくべきかなと思いますけども、現状

でいくと、ちょっといろいろ課題があるかなというふうには思っております。 

   すいません、お答えになってるか分かりませんが、よろしくお願いいたします。 

13番笹野 康男 結構です。 

委員長 ほかにありませんか。 

   なければ、これをもって質疑を打ち切ります。 

   討論を省略し、採決いたします。 

   第63号議案 幸田町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の

制定についてを原案どおり決するに、賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

委員長 挙手全員であります。 

   よって、第63号議案は、原案どおり可決すべきものと決しました。 

   次に、第64号議案 幸田町子育て支援センターの設置及び管理に関する条例の一部改

正についてを議題といたします。 

   本会議において説明は終わっておりますので、これより質疑に入ります。 

   ありませんか。 

委員長 １番、藤本委員。 

１番藤本 和美 この子育て支援センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正という

ことで、子育て援助活動支援事業をファミリーサポートセンターということをお聞き

したんですけれども、子育て支援センターの中には、家事サポートもあるかと思うん

ですが、今回、この家事サポートのほうは入ってないというか、この条例の中には入
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れていないということでよろしいでしょうか。 

委員長 こども課長。 

こども課長 はい、家事サポート事業のほうにつきましては、その他、町長が認める事業と

いう中に今回は含まさせていただきました。 

   家事サポにつきましては、もう国の事業というわけではなくて、町の単独事業になり

ますので、今回は、乳児通園支援事業のほうが入るということと、今まで、国の事業

としてやっておりましたファミリーサポート事業等がしっかりと国の事業名と当時、

入っていなかったというところを整理させていただいたというところで考えておりま

す。 

   よろしくお願いいたします。 

委員長 １番、藤本委員。 

１番藤本 和美 はい、分かりました。 

   今後は、４月１日から、こども家庭センターができるかと思うんですが、そこができ

たとしても、この子育て支援センター、上六栗の子育て支援センターが、ファミリー

サポートセンターの家事サポートのほうも、両方とも全て問合せは上六栗のほうとい

うことでよろしいでしょうか。 

委員長 こども課長。 

こども課長 はい、今までどおり家事サポもファミリーサポートセンターのほうも子育て支

援センターということで、家庭センターにつきましては、御相談いただいたときにそ

ういった事業があるよということで紹介をしていくような形になると考えております。 

委員長 ほかにありませんか。 

   なければ、これをもって質疑を打ち切ります。 

   討論を省略し、採決いたします。 

   第64号議案 幸田町高齢者生きがいセンター設置及び管理に関する条例の一部改正に

ついてを原案どおり決するに、賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

委員長 挙手全員であります。 

   よって、第64号議案は、原案どおり可決すべきものと決しました。 

   次に、第65号議案 幸田町高齢者生きがいセンター設置及び管理に関する条例の一部

改正についてを議題といたします。 

   本会議において説明は終わっておりますので、これより質疑に入ります。 

   ございませんか。 

   なければ、これをもって質疑を打ち切ります。 

   討論を省略し、採決いたします。 

   第65号議案 幸田町高齢者生きがいセンター設置及び管理に関する条例の一部改正に

ついてを原案どおり決するに、賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

委員長 挙手全員であります。 

   よって、第65号議案は、原案どおり可決すべきものと決しました。 
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   それでは、ここで理事者入替えのため、暫時休憩といたします。 

                             休憩  午前９時２２分 

                             再開  午前９時２４分 

委員長 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

   次に、第66号議案 幸田町火入れに関する条例の一部改正についてを議題といたしま

す。 

   本会議において説明は終わっておりますので、これより質疑に入ります。 

   １番、藤本委員。 

１番藤本 和美 すいません、この許可書の件で、運用についてお聞きいたします。 

   条例ですと、この許可書の交付ですとか、返納、許可書の携帯というふうに書いてあ

るんですけれども、この辺りは、改正後は、条例、削除されていたり、変更になって

るかと思うんですが、運用自体が変わるということですか。 

委員長 産業振興課長。 

産業振興課長 申し訳ございません。ちょっと聞き取れなかったのでもう一度お願いしても

よろしいでしょうか。 

１番藤本 和美 火入れの許可書についてなんですが、この条例の改正前ですと、許可書の

交付、返納、携帯というふうに書いてありまして、改正後は、この部分がなくなって

いたり変更になってるんですか、この許可書というもの自体がなくなるということで

しょうか。 

委員長 産業振興課長。 

産業振興課長 はい、失礼いたしました。 

   許可書については、今度、条例のほうで規定するではなく、規則のほうで新たに規則

で制定するという流れになります。届出については、今までとは変わりはありません。

ただ、条例で様式を指定するではなく、規則のほうで指定するということになります。 

委員長 13番、笹野委員。 

13番笹野 康男 今、課長の答弁の中で、規則で対応していくよと、こういう話であります

けれども、この規則自体は、もうできておるんですか、いつ示されていくんでしょう

か。 

委員長 産業振興課長。 

産業振興課長 この規則でありますが、この12月で制定をする予定であります。 

委員長 13番、笹野委員。 

13番笹野 康男 確かに、区長さんたちにも詳しく説明をされておるとは思うんですけれど

も、そういう中で、やはり火入れの問題というのは非常にそれぞれの従来、ある程度、

勝手にといったら怒られちゃうけども、火入れをしてた部分があるじゃないですか。

だから、そこらの点をどういうふうに行政側として指導していくかということは、非

常に必要かな。そのためにしっかりした規則の中でこれはあかんよ、こうすべきだよ、

条例の中にあるわけでありますけれども、それを徹底してやるためには、やっぱり地

元の住民の皆さんの考え方、意見も十分取り入れて、やっぱり周知をしっかりしてい

かないといろいろもめごとができるかなというふうに思うんですけども、そこらの点
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はどういうふうに考えていますか。 

委員長 産業振興課長。 

産業振興課長 今回の議案質疑の部長答弁でもありましたけど、やはり、届出が必要だとい

うことは知らない住民も多数おると思います。今回については、月に１回程度であり

ますけど、幸田町の公式ＬＩＮＥ、ＳＮＳを活用して、住民の周知に諮っていきたい

と思っております。 

委員長 ほかにありませんか。 

   なければ、これをもって質疑を打ち切ります。 

   討論を省略し、採決いたします。 

   第66号議案 幸田町火入れに関する条例の一部改正についてを原案どおり決するに、

賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

委員長 挙手全員であります。 

   よって、第66号議案は、原案どおり可決すべきものと決しました。 

   次に、第67号議案 幸田町道路占用料条例の一部改正についてを議題といたします。 

   本会議において説明は終わっておりますので、これより質疑に入ります。 

   なければ、これをもって質疑を打ち切ります。 

   討論を省略し、採決いたします。 

   第67号議案 幸田町道路占用料条例の一部改正についてを原案どおり決するに、賛成

の方の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

委員長 挙手全員であります。 

   よって、第67号議案は、原案どおり可決すべきものと決しました。 

   次に、第70号議案 指定管理者の指定について（幸田町高齢者生きがいセンター）を

議題といたします。 

   本会議において説明は終わっておりますので、これより質疑に入ります。 

委員長 13番、笹野委員。 

13番笹野 康男 高齢者生きがいセンターを４月から移設された、要するに、クリンスイの

三菱クリンスイの後とﾀﾅｶの後に行かれるわけでありますけれども、この中で指定管理

を５年間で4,250万という中で行かれると、こういうことなんです。 

   これは、年間でいきますと、850万ということでありますけれども、６年、７年です

と、本会議でも言われたんですけども、530万2,000円でしたかね、そういうふうで契

約をしている。この中には、やっぱり電気料も管理人の人も増えるけども入ってるよ

と、こういう話で今回増額されておると思うんですけども、実際問題は、この指定管

理をするときに私はあえて言うならば、町民会館の電気料の関係もある。ここには、

電気料がちゃんとしっかり入ってるんですよね。町民会館のとこは入ってない、今回

でも、次の指定管理分かりませんけども、審議をしないかんなって、実際、入ってる

んですか、入ってないんですか。 

   例えば、余分にかかった場合は、町で、要するに後から補正で上げていくよと、こう
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いう体制ができておるんですけれども、そういうことは、今回はここに関してはない

よと、こういう話ですよね。電気料も全部、管理料も全部含めてこれだけだよと、こ

ういう体制の中で年間850万を組んでいるとこういうことで考えていけばいいわけです

よね。 

委員長 福祉課長。 

福祉課長 今、笹野委員おっしゃるとおり、今回の高齢者生きがいセンターの指定管理に関

しましては、電気代、水道代、光熱水ですかね、全て含めた積算のほうをさせていた

だいております。 

   ちょっと場所は変わりますけれども、これまでの利用状況ということを加味しながら、

算出させていただいているということと、今後の物価高騰というんですかね、そうい

ったところも踏まえましての850万というような形で計算のほうをさせていただいてお

ります。 

委員長 13番、笹野委員。 

13番笹野 康男 確かに物価高騰、いろんな問題で人件費もそうですけども、上がってきて

おる中で、やっぱり上げざるを得ないと、これは当然だろうなとこういうように思う

わけであります。 

   そうしたときに、特に、今度、３か所に分かれての施設だと、こういうことでありま

すので、交流館も含めて管理人が１人常駐させるよとこういう話の中で、やっぱりこ

れを上げてきたと、これは致し方ないことかなというふうに思うわけであります。 

   ただ、そういう指定管理の場合ですと、やっぱりトータルで、やっぱり何もかも管理

料も含めて指定管理料を払うと、こういう考え方でやっておられるということに関し

ては、いいのかなというふうに私は思っていますので、よろしくお願いをしたいなと

いうふうに思います。 

委員長 福祉課長。 

福祉課長 ありがとうございます。 

   今回、金額、最初、始めたときは大きいなと正直に感じたところではありましたけれ

ども、交流館には管理人１人配置ということで１人工分の人件費というか、管理人さ

んの金額も上げさせていただいております。 

   しかしながら、今後、ＤＸではないですけども、電子的な管理というところも踏まえ

ていきたいなというふうには考えております。 

   そうした場合に管理人さんの管理のお仕事がなくなってしまうというところもあるか

もしれませんが、そういったところもシルバー人材センターと協議させていただきな

がら、経費節減ではないですけども、今回、上限を設定させていただく中で、年度間

の協定の中で整備させていただきたいと思っております。 

   ありがとうございます。 

委員長 13番、笹野委員。 

13番笹野 康男 今、課長が言われるように、いや、そういうことでＤＸの関係でそういう

ふうに管理人が必要でなくなってきた、それは減額すればいいわけですから、そこら

の点は、頑張っていただきたいなというふうに思います。 
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   以上です。 

委員長 ほかにありませんか。 

   なければ、これをもって質疑を打ち切ります。 

   討論を省略し、採決いたします。 

   第70号議案 指定管理者の指定について（幸田町高齢者生きがいセンター）を原案ど

おり決するに、賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

委員長 挙手全員であります。 

   よって、第70号議案は、原案どおり可決すべきものと決しました。 

   次に、第71号議案 令和７年度幸田町一般会計補正予算（第３号）を議題といたしま

す。 

   本会議において説明は終わっておりますので、これより質疑に入ります。 

委員長 13番、笹野委員。 

13番笹野 康男 どこに資料が行っちゃったか分からんくなっちゃった。要するに、大草の

要するに、老人憩いの家の関係で補正を組まれたということですよね、200万。それは、

基本設計、実施設計をやっていくよとこういう話であるわけでありますけれども、こ

れ12月補正で組まれたということになります。 

   これは、住民からのいろんな話があった中で組まれていったと、これは仕方ないのか

な。ただ、言えることは、最初、７年度の予算査定のときになぜきっちり組めなかっ

たのかな、トータルのお金の予算組むときのお金の問題もあるでしょうから、なかな

か難しかったと、こういう話だろうと思ってるんですけども、そうしたときにやっぱ

り、いろいろ住民の方から、区長さんからもそうですけど、そういう話があって、ど

うしても要するに、いろいろ問題、雨漏り等々、やっぱりしっかり修理をしていかな

いかん、こういうことになって、今回は、繰越明許までを考えながらでも、補正を組

まざるを得なかったと、こういうように私は理解をしとるわけでありますけれども、

ですから、組むほうもそうなんですけども、当初予算に組めなくても９月でも12月で

も補正を組んで繰越明許をしてまでも私は町民のために事業をしていくということは、

私は考えていっていいじゃないのかなこういうように思うわけであります。 

   だから、今回の大草の老人憩いの家の修理に関してもやっぱりこれは、私は、もっと

本当は早くやってほしいわけですけども、仕方がなかったとこういうふうに理解をし

て繰越明許でもいいですけども、来年の予算にはきっちり寄せて早く事業が完了する

ようにやっていってほしいなとこういうふうに思います。 

   よろしくお願いします。 

委員長 福祉課長。 

福祉課長 笹野委員のいろいろと、はい、ありがとうございました。 

   おっしゃるとおりですね、当初予算の際には、様々な事業の優先度等を考慮させてい

ただきながらということではございましたけれども、今回、住民さんの意見等も踏ま

えて、また早急にしていかなくてはならない、また防災、避難所になっている場所で

もあります、能登半島の地震等もありましたけれども、そういった中で整備のほうを
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早急に進めていきたいなというところもございましたので、まずもって町の事業とし

て今回、実施させていただくものであります。 

   来年度につきましても、この設計を基に実際工事を早期にできるように努めてまいり

たいと思います。 

   よろしくお願いいたします。 

委員長 ほかにありませんか。 

   なければ、これをもって質疑を打ち切ります。 

   討論を省略し、採決いたします。 

   第71号議案 令和７年度幸田町一般会計補正予算（第３号）を原案どおり決するに、

賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

委員長 挙手全員であります。 

   よって、第71号議案は、原案どおり可決すべきものと決しました。 

   次に、第72号議案 令和７年度幸田町介護保険特別会計補正予算（第１号）を議題と

いたします。 

   本会議において説明は終わっておりますので、これより質疑に入ります。 

   ございませんか。 

   なければ、これをもって質疑を打ち切ります。 

   討論を省略し、採決いたします。 

   第72号議案 令和７年度幸田町介護保険特別会計補正予算（第１号）を原案どおり決

するに、賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

委員長 挙手全員であります。 

   よって、第72号議案は、原案どおり可決すべきものと決しました。 

   これをもって、町長提出議案の審議は終了しました。 

   ここで町長の挨拶をお願いします。 

   町長。 

町長 ただ今、10項目にわたりまして私どもが提案いたします議案について、慎重審議承り

ありがとうございます。 

   条例改正等、一部改正等を伴うものもありまして、これから制度の周知徹底ですかね、

そういったところをしっかりとわきまえた上で住民の方々に新しく改正される内容に

ついて、説明責任もありますので、しっかりと説明する場を設けていきたいと思って

おります。 

   本日は、慎重審議ありがとうございました。 

   以上です。 

委員長 ありがとうございました。 

   ここで10分間休憩といたします。 

   すいません、理事者は退席をお願いします。 

                             休憩  午前９時４１分 
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                             再開  午前９時５１分 

委員長 休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

   ここからは、陳情の審議を行います。 

   陳情書全文の朗読は省略し、件名、陳情者の氏名・住所・陳情の趣旨と陳情事項の主

な内容の朗読をもって説明とさせていただきます。 

   なお、個人の陳情者の住所等を公開することについては、本人から承諾を得ておりま

す。 

委員長 陳情第12号 介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充についての陳情書を議題と

いたします。 

   それでは、副委員長にお願いします。 

副委員長 それでは、陳情第12号について朗読させていただきます。 

   件名は、介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充についての陳情書であります。 

   陳情者は、名古屋市熱田区沢下町９－７ 労働会館東館３階301号愛知自治体キャラ

バン実行委員会、代表者森谷光夫氏であります。 

   陳情項目１件目は、自治体ＤＸ推進は、住民の福祉の増進と人権保護のために行って

ください。として、情報システム標準化の下でも自治体独自の施策を維持・拡充して

ください。の陳情をはじめ、２項目の陳情であります。 

   陳情項目２件目は、県民の要望である市町村の福祉施策を充実してください。として、

安心できる介護保障の陳情をはじめ、９項目の陳情であります。 

   陳情項目３件目は、国及び愛知県に以下の趣旨の意見書を提出してください。として、

国に対する意見書については、国民健康保険の国庫負担を抜本的に引き上げ、払える

保険料（税）にするために、十分な保険者支援を行ってください。の陳情をはじめ、

９項目の陳情。 

   愛知県に対する意見書については、国民健康保険への愛知県独自の支援を行ってくだ

さい。の陳情をはじめ、６項目の陳情であります。 

   以上です。 

委員長 朗読は終わりました。 

   意見などがありましたらお願いします。 

   １番、藤本委員。 

１番藤本 和美 この陳情書に関しては、介護・福祉・医療などの社会保障の施策の拡充に

ついてということですが、この介護・福祉・医療についての社会保障は、私は見直す

必要があると思っておりまして、この陳情に関しては反対の立場で意見をさせていた

だきます。 

   やはり、今、本当に困ってる人には支援をするというのは、変わりはないんですけれ

ども、しっかりと持続可能なものに見直す、抜本的にこれを保障の制度を見直す必要

があるというふうに思います。 

   所得が、今、中間層が没落してしまって、非常に苦しい思いをしているという、ここ

をまず改善しなければ、この社会保障の制度に対して給付を受ける方がどんどん増え

ていってしまうと思ってますので、そういったことをまず改善する、それから、何で
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もかんでも無償化することによって何が起こったかというふうに考えたときに、不要

な人にまで政府が生活の面倒を見ていかなくてはいけないようなことになっていない

かというふうに私は思ってまして、例えば、病院のコンビニ受診みたいな形で病院が

無料だから、とにかく軽い風邪でも病院に行こうとか、薬をもらおうとか、薬を出す

ほうもそうなんですけども、そういったふうに質の低下ですとか倫理観が欠如してし

まわないかということを非常に危惧しております。 

   そういったことから反対の立場をさせていただきます。 

委員長 ほかにありませんか。 

   ６番、岩本委員。 

６番岩本 知帆 私は、反対の立場から意見を出させていただきたいと思います。 

   今も社会保障の実際、この制度自体の充実というのは重要なんですけども、やはり、

藤本委員おっしゃったように、やっぱり無償になったことで不要な受診というのを進

めてしまうと、実際、医療費の圧迫ということもありますし、実際、国では介護保険

の報酬改定とか医療ＤＸ化等で、実際、今、議論が進行しているところでもあります

ので、やっぱり国政レベルの議論が進む中で、今、幸田町から意見を出すというのは、

ちょっと今時期ではないんじゃないかなと思いますので、そのような意見から反対の

立場で意見を出させていただきたいと思います。 

   以上です。 

委員長 ほかにありませんか。 

   13番、笹野委員。 

13番笹野 康男 私も今、お二人の委員の方からの話と考え方は一緒なんですけれども、確

かに今、世の中物価高騰等々で本当に皆さん苦労して見える部分もあろうかと思うん

ですけども、やはり、本当に何でも無償化と、こういうことに関しては、やっぱり考

えていかざるを得ないのかな、財政運営の問題で。国だってそうです。 

   国でも、要するに、多くの借金をしてまでも出してくる、補正を組んでる、今回も補

正を組んでおるわけですけど、本当にそれで果たしていいのかどうか、確かに、個々

にやっぱりそれぞれの負担はあっても僕はいいのじゃないのかなというのが一つある

わけであります。だからある程度、施策だから全部、安くただで、こういう考え方の

どうしても納得ができないと思います。 

   ただ一点、本当に住民目線から見ると、あれもしてほしい、これもしてほしい、例え

ば、学校給食も無料にしてほしい、医療費も無料に、こういう意見ばっかりが出てく

るわけであります。 

   だから国の政策の中で、やっぱりそれぞれ考えていただいてる部分はあるわけであり

ますので、町でわざわざ、幸田町にわざわざこういう意見書を出してまでも国に求め

ていくということは、僕もする必要はないというふうに思ってます。 

   幸田町でも18歳の医療費の無料化もしておるわけです、住民の医療の関係で。だから、

幸田町としては十分にやってみえるということがあります、ですから、あえて、国に

要望していくことはないのかなと、出していくことはないのかなとこういうふうに私

自身は思ってますので、この件に関しては反対の立場でいきたいなというふうに思い
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ます。 

委員長 ほかにありませんか。 

   なければ、これをもって意見を打ち切ります。 

   討論を省略し、採決いたします。 

   陳情第12号 介護・福祉・医療など社会保障の施策充実についての陳情書を採択する

に賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手なし） 

委員長 挙手なしであります。 

   よって、陳情第12号は、不採択すべきものと決しました。 

   続きまして、陳情第13号 保育士・学童保育支援員の処遇改善に関する陳情を議題と

いたします。 

   副委員長、朗読をお願いします。 

副委員長 それでは、陳情第13号について朗読させていただきます。 

   件名は、保育士・学童保育支援員の処遇改善に関する陳情であります。 

   陳情者は、名古屋市熱田区沢下町９－７ 労働会館東館３階、愛知県労働組合連合、

議長西尾美沙子氏であります。 

   陳情の趣旨は、国に対して意見書を提出してください。として、保育士・学童保育支

援員の賃金が他産業平均水準となるよう、国の責任で処遇改善を図ること。そのため

に必要な公的財源の導入を拡充すること。をはじめ２項目であります。 

   以上です。 

委員長 朗読は終わりました。 

   意見などがありましたらお願いします。 

   ６番、岩本委員。 

６番岩本 知帆 私は、こちらの陳情に対して、反対の立場からお話しさせていただきたい

と思います。 

   実際、保育とか学童現場の人材確保って本当に重要な課題ではあるんですけれども、

実際、処遇改善も必要だなというのは、十分理解はできます。ただ、実際、国とか県

でも、既に処遇改善だったりＩＴＣの導入補助などもありますので、実際、幸田町と

して、その枠内でうまく活用しながら、どんどん対応していただきたいなと思います

ので、まずは、今ある既存のものをうまく活用をしていただいて、その後、活用しき

った段階でも不足という場合でしたら、そこから議論をするべきではないかなと思い

ますので、反対の立場から意見をさせていただきたいと思います。 

   以上です。 

委員長 ほかにありませんか。 

   １番、藤本委員。 

１番藤本 和美 私もこちらの陳情に関しては、反対の立場で意見を述べさせていただきま

す。 

   人材確保ということなんですが、保育士さんの不足というのが、保育士さんからお話

聞いてますと、やっぱり０歳から預けるということ、それから11時間保育が始まって、
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それから、もう一つ、やっぱりちょっと気になる子が増えてきたということがあると

いうふうにお聞きしたんですけれども、先ほどの協議会のほうでも条例の件で話があ

りましたが、やっぱりお母さんが外で働くことのみが女性の輝きみたいな、そういう

風潮であったりとか、そういうふうにさせていかざるを得ない経済状況がやっぱり問

題であって、０歳から預けざるを得ないというのが、私はよくないなと思ってます。 

   なので、子どもを見たいお母さんは、子どもが見れる、働きたいお母さんは働くとい

う、ちょっとめり張りのついたことがやっていけるようになれば、この保育士不足と

いうのも解消されていくと思いますので、私は、そちらをまずやっていただきたい、

全員が、お母さんが０歳から子どもを預けなくても暮らしていける、そういう社会を

まずつくるべきかなと思いまして、こちらの陳情には反対いたします。 

委員長 ほかにありませんか。 

   13番、笹野委員。 

13番笹野 康男 私も反対の考えであります。 

   確かに、幸田町では、学童保育の関係でも十分に待機児童がないようにとこういう話

も聞いております。幸田町としては、十分やってみえるのかなというふうに思ってい

ます。 

   ただ一点、公定価格の見直しに関して、やっぱり国の考え方の中で進めていかないと

いけないのかなというふうに思ってますので、確かにそれは、国が要するに考えてい

ただけると、こういうふうに私は思っております。 

   ただ、今、藤本委員が言われたとおり、やっぱり０歳児、未満児も先ほども言いまし

たけども、親御さんができれば育ててほしいなというのが思いであります。 

   ただ一点、こう家庭においてどうしても預けていかざるを得ないと、こういうことで

０歳児から預けるというのは、本当に保育士にとっては非常にえらいわけであります

けれども、そういう部分、やっぱりしっかり精査してやっていかないと、本当に人が

人員的にも足らなくなる、すると費用的にもかかってくる、こういうことであります。 

   だから、本当に何といいますか、親御さんたちにもっといろいろ考えてほしいなとい

うのを私、個人的な考え方であります。やっぱり子ども一番、大事なときです、３歳

児までが。そこらをよく十分理解をしていただいて、どうしてやったら子ども、子育

てができていくかということを真剣に考える場所といいますか、教育といいますか、

そういうことのほうが僕は大事じゃないのかな、ただ、お金を出す、人が足らんから

公定価格を上げようとか、そういう考え方だけで事を成していくということは、どう

しても、理解ができないというのがありますので、これは私は反対の考え方でありま

す。 

委員長 ほかにありませんか。 

   なければ、これをもって意見を打ち切ります。 

   討論を省略し、採決いたします。 

   陳情第13号 保育士・学童保育支援員の処遇改善に関する陳情を採択するに賛成の方

の挙手を求めます。 

（挙手なし） 
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委員長 挙手なしであります。 

   よって、陳情第13号は、不採択すべきものと決しました。 

   続きまして、陳情第14号 介護・障害福祉分野における処遇改善と公的支援の強化を

求める意見書の提出に関する陳情を議題といたします。 

   副委員長、朗読をお願いします。 

副委員長 それでは、陳情第14号の陳情、朗読させていただきます。 

   件名は、介護・障害福祉分野における処遇改善と公的支援の強化を求める意見書の提

出に関する陳情であります。 

   陳情者は、陳情第13号と同様であります。 

   陳情の趣旨は、国に対して意見書を提出してください。として、介護・障害福祉従事

者の賃金が他産業の平均水準と同等となるよう、公的財源の投入を国に求めること。

をはじめ３項目であります。 

   以上です。 

委員長 朗読は終わりました。 

   意見などがありましたらお願いします。 

委員長 ６番、岩本委員。 

６番岩本 知帆 反対の立場からお話しさせていただきたいと思います。 

   こちらですけど、介護・障害福祉の現場で人材不足とか、専門性の高い人材を集める

とか課題等は多いことは、重々周知はしておるんですけども、国自体が今、介護保険、

賃金等の見直し等もすごいやっていくよということでお話がもう出てますので、しっ

かり国で今、見直しがかかっている段階ですので、その段階では、今、国の動きをし

っかり見ていきながら、今今出すところではないんじゃないかなと思いますので、今

後の国の動きを見ながら、実際、出てきたものを活用していただいて現場の声を反映

できたらなと思います。 

   以上です。 

委員長 １番、藤本委員。 

１番藤本 和美 私も反対の立場で意見を述べさせていただきます。 

   これも、ちょっと今までのものと少しかぶるところがあるんですけれども、介護もや

っぱり持続可能な抜本的見直しがやっぱり必要だと思ってまして、介護も法律ができ

て20年ぐらいたつかと思うんですけれども、そのときのまま今運用されているという

ことも問題だと思いますし、やっぱり、これからも高齢者はどんどん少子高齢化とい

うことで増えてきますので、どこまで元気でいられるか、健康でいられるか、こうい

った予防プログラムであったりとか、健康増進のためのそういった施策を打っていく

必要があるかなと思っておりまして、無尽蔵にこの介護・障害福祉に全ての国の予算

を投入していくというのは、もう今も無理な状態になってきてますので、ちょっと抜

本的な見直しのほうも求めますので、私は、今回のこの陳情に関しては、反対とさせ

ていただきます。 

委員長 ほかにありませんか。 

   13番、笹野委員。 
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13番笹野 康男 私もこれは反対の立場であります。 

   要するに、介護報酬自体をもっと十分に対処できるように、こういう話でありますし、

また、特に公定価格、報酬の部分をもっと上げてほしいとこういう要望であるわけで

あります。 

   介護に関しては、本当にもう二十何年前から介護制度ができてから、本当に結構老人

の方も増えてきたと、特養も幸田町に最初にできて、もう今は３件あるわけでありま

すけれども、そういう中で、やっぱり介護施設が増えることによって何といいますか、

町費が非常にこう増えていくのは間違いないわけであります。 

   だから税の部分で負担が結構ついてまいります。だからもう在宅でできれば、そうい

う形で在宅介護ができる方向を国も示しておるわけでありますけれども、できれば、

健康な人を育てる施策、先ほども言われましたけども、私もそのとおりだと思ってま

す。 

   介護にならない施策をやっぱり十分にすべきだ、単なる報酬だけじゃないよと、こう

いう部分で行かざるを得ない、また行くべきだと私は思っています。 

   これについては、無理やり公定価格を上げることに要望していく、このことについて

は、私は反対の立場であります。 

委員長 ほかにありませんか。 

   なければ、これをもって意見を打ち切ります。 

   討論を省略し、採決いたします。 

   陳情第14号 介護・障害福祉分野における処遇改善と公的支援の強化を求める意見書

の提出に関する陳情を採択するに賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手なし） 

委員長 挙手なしであります。 

   よって、陳情第14号は、不採択すべきものと決しました。 

   続きまして、陳情第15号 医療現場の危機打開に向けた財政支援を求める意見書の提

出に関する陳情を議題といたします。 

   副委員長、朗読をお願いします。 

副委員長 それでは、陳情第15号を朗読させていただきます。 

   件名は、医療現場の危機打開に向けた財政支援を求める意見書の提出に関する陳情で

あります。 

   陳情者は、陳情第13号と同様であります。 

   陳情の趣旨は、国に対して意見書を提出してください。として、陳情項目１件目は、

全ての医療機関に対して、以下の措置を講じることとして、2025年春季賃上げにおけ

る他産業との格差是正（３％）及び、今年度に予定されている最低賃金引上げ（６％）

相当分をカバーできる賃上げ支援を公費により全額保障すること。をはじめ２項目で

あります。 

   陳情項目２件目は、医療・看護職の離職防止、並びに人材確保のため、医療従事者の

賃金水準を他産業平均と同等レベルまで引き上げる政策を速やかに実行すること。で

あります。 
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   以上です。 

委員長 朗読は終わりました。 

   意見などがありましたらお願いします。 

委員長 １番、藤本委員。 

１番藤本 和美 この陳情に関して反対の立場で意見を述べさせていただきます。 

   これも先ほどの陳情の中でも触れたんですけれども、やはり、病院が黒字化を目指す

ということ自体が、私は何だかおかしいなというふうに思ってまして、過剰、経営が

悪化するから病院側は、経営のことを考えて、例えばベッドを埋めようとか、薬を出

そうというふうに考えてほしくないなと思ってます。 

   過剰医療をやめることも一つですし、こういったことを予防医療のほうにシフトして、

みんな、国民が健康でいられるにはどうしたらいいかって、そういったふうに考えた

ほうがいいのではないかなと思ってます。 

   ですので、この陳情には反対をさせていただきます。 

委員長 ほかにありませんか。 

   ６番、岩本委員。 

６番岩本 知帆 私も反対の立場から意見していきたいと思います。 

   実際、医療現場の状況でいいますと、本当にマスク１枚、物品１枚でも、コスト管理

というのは、実際、もうみんなすごくされてはいて、病院自体、本当に経営というと

ころを考えますと、いろいろ厳しい面というのは、十分理解できるところではあるん

ですけども、実際、国がもうまた、いろいろ賛否ありますけど、お産の保険化だった

りとか、実際、診療報酬とかの補助制度の見直しをこれからどんどん進めていくとい

うことでもありますし、実際、財政が無限にあるわけではありませんので、しっかり、

国としてどういうところにかけていくのかというのを議論していただくのが先かなと

思いますので、現時点で、幸田町としてどうこうまだ意見を言う時期ではないのかな

と思います。 

   以上です。 

委員長 13番、笹野委員。 

13番笹野 康男 私も反対であります。 

   これは、本当に診療報酬の改定だと、こういう話でありますけれども、確かに、今、

マスコミ等も言っております、病院が赤字だよと、一般診療はもうけていると、こう

いう話が出ておるわけでありますけれども、本当にこれは抜本的に変えてもらわんと、

僕らは、ちょっと正直言って分かりません。そういう点では、やっぱり難しいのかな

という感じがしてならんわけ。単なる、診療報酬を上げていくのか、給料を上げてい

くのか、それだけで果たして病院としていいのかどうかという問題、私はあるだろな

と思っています。単にこの関係で財政支援を求めて、これに関しては私は反対の立場

であります。 

委員長 ほかにありませんか。 

   なければ、これをもって意見を打ち切ります。 

   討論を省略し、採決いたします。 
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   陳情第15号 医療現場の危機打開に向けた財政支援を求める意見書の提出に関する陳

情を採択するに賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手なし） 

委員長 挙手なしであります。 

   よって、陳情第15号は、不採択すべきものと決しました。 

   これをもって、本委員会に付託されました案件の審議は全て終了いたしました。 

   審査結果報告書の作成については、私に御一任願いたいと思います。 

   以上をもって、福祉産業建設委員会を閉会いたします。 

   長時間、熱心に御審議いただきありがとうございました。 

   これにて、散会といたします。 

                              閉会 午前１０時１７分 
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